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論文の内容の要旨
　本研究は，近年まで総合的研究のなかった，西日本に分布する前期中新世淡水性員類化石の分類学的研究を行
い，その古生物地理的意義や東アジア地域新生代淡水性貝類群変遷との関連を考察することを目的とした。調査
対象は九州北西部の五島層群，野島層群，入野層，および鷹島層，山陰地方島根半島の古浦層および但馬地域の
北但層群，それに三重県の鈴鹿層群である。九州北西部の下部中新統は野島層群で代表され，これは五島列島か
ら佐賀県北部まで総延長約100kmにわたり分布する。山陰地方の古浦層と北但層群は日本海岸に分布する。鈴鹿
層群は三重県関地方と加太盆地に分布し，“瀬戸内区中新統”の基底部にあたる。これら各地層の地質年代は放射
性年代測定や上位や下位の海成層の微化石層序年代などにより初期中新世（22～16．5Ma）と判断した。
　淡水性員類化石は全体で5新種を含む巻貝10種，17新種を含む二枚貝29種が識別された。これらは産状と属
種構成をもとに肋〃舳〃群集，五功〃o伽舳群集，C舳吻挑北励ω曲群集の3つの群集を識別した。Bθ肋榊α群
集は捌z舳ツα属の化石が極めて多く密集することを特徴とし，野島層群大屋層および五島層群奥浦層に含まれる
肋〃舳〃尾o∫α∫α〃α群集，および古浦層捌Zα榊αCけ05α8伽α群集に細分される。Z砂〃o必舳群集はムφ6o必舳属
の種が泥岩中に合弁で他の二枚貝より優占して産出することが特徴で，野島層群大屋層の工ψ6o必舳〃ψ群集と
五ψ肋必舳冶o加α加郷ゴ∫群集，そして鈴鹿層群のムψ∂o伽舳后肋oゴ群集の3つの群集に細分される。C舳θo畑8一
ん〃oo∫妨群集はC舳θoψ∫ゐ属およびん肋ω曲属が合弁で他の二枚貝より優占して産出し，古浦層の細粒砂岩に含
まれる。
　この西南日本申新世貝類化石はViviparidae，Bithyniidae，P1e皿oceridae，Myti1idaeやUnionidaeなどから構成され，
九州北西部各地の員類群の構成が極めて類似する。そこで本論で，種属構成の違いから，次の3つの動物群を識
別した。野島動物群は肋Z舳〃，αμ昭o〃〃舳，P〃φ∬α〃〃∫，∫㈱乞MCo功かα，肋伽〃加，〃舳oψ舳α，五α舳oγα肋，
C舳吻挑，工α妙γo〃α，Zψ肋必舳，P∫ω肋ψ肋，助γψ∫ゐ，ん肋co∫加の13属から構成され五舳卿〃α属6種を含
む。古浦動物群は野島動物群に含まれるαμ昭oψα肋伽α，肋κψ∬舳／〃∫，肋伽肋やムα舳oκα伽などを欠く8属か
ら構成され，ん肋co∫肋を多産する。そして鈴鹿動物群は肋Z舳〃，肋伽伽，び肋と五φ∂o伽舳の4属から構成さ
れる群集である。
　これらの前期中新世構成属の現生種は，C舳oφ挑属では申国およびベトナムの河川および湖に，ムψ6o必舳と
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ん〃此o∫加属では中国の河川および湖に生息が限られている。この3属を含む野島および古浦動物群は，現在の中
国華南から華中の長江中流から下流域の貝類群に対比される。さらに野島動物群にみられる五舳卯o舳α属の多種
構成は，長江中流から下流域の大型の湖（LakeTung－Ting）（洞庭湖），LakePoyangandLakeThai（太湖）の貝類
群に類似する。一方，構成属数が少なくωゴoおよびムψ∂o必舳が卓越する鈴鹿動物群の貝類群は，長江中流か
ら下流域の流れの淀んだ池で優占する貝類群集に類似するσ鈴鹿動物群は野島および古浦動物群の貝類群集に共
通種をもたないことから，日本海倒の水系と異なる水系の沼の環境に生一自、したと考えられる。また従来の淡水性
コイ科魚類の研究から指摘されていた，中新世後期以降になって日本から中国大陸への淡水動物の移動伝播があっ
た地史変遷についても，本研究から同じ内容の結論を得た。
審査の結果の要旨
　本研究の最大の特徴は，研究対象とした1，600万年以前の中新世初期の淡水性貝類化石を，多大な努力により，
多くの産地から保存良好な多量の標本を得たことである。その結果，これまで一般に分類形質の観察等が難しかっ
た化石種属の分類学的再検討を十分行い属の変更や22の新種，さらに多様な種内変異など，多くの分類学的新知
見を得ている。信頼度の高い分類同定に基づいた構成要素の認定に基づき群集区分を行い，さらに化石構成属種
と生態学的に比較可能と判断した現生種の生息環境の比較検討から古環境を推定している。例えば肋zα榊αと
五ψ∂o∂θ∫舳群集は㌧釧Z舳〃属の現生種の生息環境から河川や湖沼の沿岸の浅い水底，後者は河川および湖沼の
流れが緩やかな泥底と，それぞれ結論している。この信頼度の高い種属の分類同定により，本邦初期申新世淡水
性化石群集の詳細な古生物地理的意義が議論できるようになった。特に野島層群に含まれる化石群集は，現生の
比較可能な群集の組成と生態情報に基づき，現在の申国大陸暖温帯の大河川低地に発達する大湖沼の群集である
ことを初めて明らかにした。さらに第三紀淡水性貝類についても，日本から中国大陸への移動時期と経路につい
て重要な結論を明らかにしている。
　本研究成果は多くの新しい知見を提示しており，アジア地域第三紀淡水性動物化石研究に大きな指針を与え，さ
らに日本海拡大に関連した古環境復元などの地史学的研究にも大きな貢献をしたと，高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認め一る。
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